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この他にどのような取組みを行っているの？

2015年度は、延べ約６万人の社員が、
地域・社会共生活動を行いました。

環境活動や次世代育成支援活動、地域に根ざした
活動を通して、地域・社会の課題解決に貢献します

■ 当社グループ一体となったボランティア活動

虹の松原の再生・保全活動

【佐賀】

「九電の森ひとよし」植樹活動

電線の被覆はぎの様子

【熊本】

大濠公園での街灯清掃ボランティア

【福岡】

坊ガツル湿原の野焼き活動

【大分】

【鹿児島】

地域に開かれた学校づくりのお手伝い
(綾町立綾小学校)

【宮崎】

児童養護施設での清掃ボランティア

【北九州】

　2015年6月、NPO法人循環生活研究所と当社グループ14社が
協働し、子どもを対象とした就業体験イベント「子どもくるくる村」を開催
しました。
　約440名の子どもたちが、高所作業車への搭乗や電線の被覆はぎを
する「電気屋さん」、当社の社有林で間伐した木材から鉛筆を作る「えんぴつ
工房」などの仕事を体験。道具の使い方などを教わった子どもたちは
一生懸命仕事にはげみ、笑顔いっぱいでイベントを楽しんでいました。

※こらぼらとは、“コラボレーション”と“ボランティア”をかけ合わせた造語です。

を九州各地で展開しています。

2014年度から、NPO法人と協働し、
地域の方 と々一緒に行うボランティア活動

頭ヶ島天主堂（重要文化財）の配線点検

【長崎】

鹿児島盲学校での出前授業



環境活動と次世代育成支援活動の充実を目指し、
「九電みらい財団」を設立しました

　地域の皆さまの期待に応え、地域の課題解決に貢献する活動
を更に充実させるため、「環境活動」と「次世代育成支援活動」
を行う「九電みらい財団」を2016年5月に設立しました。
　本財団では、地域の皆さまと取り組んできた大分県坊ガツル
湿原での環境保全活動や、当社の水源かん養林を活用した
環境教育活動を充実させるとともに、地域の諸団体の皆さま
が実施する次世代育成支援活動に対して、助成を行って
いきます。

〔活動内容〕

「九電みらい財団」の
ホームページはこちら→

○ 環境活動　
・坊ガツル湿原及び周辺地域（大分県竹田市）での
環境保全活動
・山下池周辺（大分県由布市）での環境教育活動

○ 次世代育成支援活動　
・地域の諸団体が実施する「子どもの学習支援や、
子育て世帯支援活動」などの活動への助成

〔坊ガツル湿原及び周辺地域での環境保全活動〕

〔山下池周辺での環境教育活動〕

坊ガツル湿原/外来植物駆除(8月) 平治岳/自生植物保護・
登山道整備(5月・10月)

森林観察林業体験 木工教室

坊ガツル湿原/野焼き活動(3月)

豊かな自然環境と
子どもたちが輝く未来のために

　「九電みらい財団」の初めての活動として、2016年５月、小学生を山下池周辺の森に招待
し、実験や体験を通して森の役割や適切な管理の大切さなどを楽しく学んでもらいました。
子どもたちは、森がもつ「水源かん養機能（水をたくわえて、ゆっくりと流す役割）」を目で見て
実感し、「きれいな水になって出てきた！」「森の土ってすごい！」など、友だちと盛り上がり、
そうなった理由を真剣に考えていました。
　財団では、九州の豊かな自然を守り、子どもたちが輝く未来のために、活動を充実させ、
継続していきます。皆さまの温かいご支援と、活動への積極的なご参加を、是非お願い
いたします。

「九電みらい財団」事務局（地域共生本部　地域共生グループ）後藤　亮 
　ごとう　 りょう




